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書評

　この本は聖路加国際病院の，年

代もさまざまな 50 名の OB・

OG の先生方が，医師を志した理

由から学生時代の思い出，研修病

院を決めた経緯，実際に経験した

研修の感想，その後の進路を決め

た理由と現職への思い，そして最

後に後輩へのアドバイスを書かれ

たものを，医学部卒業年次の若い

方順にまとめられたものだ。こう

した本が商品として成り立つこと

自体，「聖路加」のブランド力の

証であろうが，そのブランド力を

育て，維持発展させてこられたの

が，ここに登場される先生方ご自

身でもあろう。

　私は卒後研修必修化前の 2003 

年，当時の研修実態を探ろうと全

国 25 か所の病院を回り，『臨床研

修の現在』（医学書院）という本

にまとめたが，その際最初に訪問

した聖路加国際病院の様子は今も

鮮明に記憶している。循環器，呼

吸器，内分泌などさまざまな疾患

の患者を集めた混合病棟を 3 年

目のレジデントをリーダーにきっ

ちりした屋根瓦式のチームで診

る。その体制はもちろんだが，看

護師や薬剤師も交えた毎朝のミー

ティングや，知識と技能の伝授の

場として充実した回診など，まさ

に理想的な研修の場だと感じたも

のだった。あの厳しく充実したト

レーニングで鍛えられたからこ

そ，ここに登場される先生方の今

があるのだとも思う。

　もっとも，初期研修はほかの病

院で終えたという方も，意外にも

何名か登場される。後期研修はど

うしようと悩んでおられる初期研

修医のみなさんには，大いに参考

になるだろう。もちろん，これか

ら研修病院を考えようという医学

部上級生のみなさんには，どの先

生のお話も参考になるに違いな

い。また，明確な目標はなく，漠

然と医学部に入ったという学生の

みなさんにも，将来を考える上で

大いに参考と刺激になるだろう。

残念ながら外科系の先生のお話は

ないが，内科系の医師といっても

こんなにいろいろな生き方がある

のかと，驚かれるに違いない。

　この本を読まれる医学生や研修

医のみなさんの多くは，まだ 20 

代だろう。みなさんには無限の可

能性がある。この本に登場される

どの先生にも，そう，最後に登場

される日野原重明先生にだって，

なれる可能性がある。この本で私

が印象的だったのは，登場される

多くの先生が，比較的早い段階で

ご自身のロールモデルとなる先生

と出会われていることだ。みなさ

んもぜひ「自分もこんな先生にな

りたい！」と思える先生をみつけ

てください。万一身近にいなけれ

ば，この本の中にその候補となる

先生がたくさんおられるはずだ。

ロールモデルをみつけ，高い志を

持って，日々の勉強や研修に励ん

でください。
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